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　採用セミナーで「御社が求める

人物像はどのような方でしょう

か？」と質問すると，多くの人事

担当者や経営者の方々が「協調性

がある方こそ」「常識がある人物

を」など，抽象的な回答をされま

す。時には「大谷選手のような人

材が欲しい」というような回答も

あります。

　こうした曖昧な回答が多いの

は，急に求める人物像について尋

ねられると，即座に答えが出しに

くいことが理由の 1つです。しか

し，採用プロセスにおいては，求

める人物像を事前に明確にしてお

くことが不可欠です。

　ここでは，求める人物像が不明

確であることが原因で発生した失

敗例を見ながら，明確な人物像を

設定することによる改善効果につ

いて考えていきましょう。

ケース①：求める人物像が

不明確な求人票の事例

　以下は，求める人物像が不明確

な求人票の一例です。

　この求人票には，経験やスキル

の要件が曖昧に記載されており，

求職者自身が応募条件を満たして

いるかどうか判断しづらい内容に

なっています。

　この求人票の問題点は、以下の

通りです。

　まず，経験に関する要件が曖昧

です。「未経験者歓迎」としなが

らも「経験者優遇」とも記載され

ており，どの程度の経験が求めら

れるのかが不明確です。このため，

未経験者が応募して良いのか，あ

るいは「優遇」とはどのようなレ

ベルの経験を指すのかがわかりに

くくなっています。

　次に，スキル要件も曖昧です。

「英語ができれば尚可」とありま

すが，具体的にどのレベルの英語

力が求められているのか（日常会

話レベルなのか，ビジネスレベル

なのか）が明示されていません。

これでは求職者が自分のスキルが

条件に合致しているか判断しにく

いです。

　最後に，求める人物像が抽象的

すぎる点も問題です。「明るく，

やる気がある方」「コミュニケー

ション能力が高い方」などの表現

は具体性に欠け，どのような行動

や経験がこれに当てはまるのかが

曖昧です。

改善策

　この求人票の改善点は以下の通

りです。

　このような場合は，求人票を「経

験者向け」と「未経験者向け」に

分けて，それぞれの人物像や必要

な経験・スキルを具体的に記載す

るのが良い方法です。
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〈求人票の例〉

■職種：営業アシスタント

■仕事内容：

〈未経験者向け求人例〉

■職種：営業アシスタント（未経

験者歓迎）

■仕事内容：営業チームのサポー

ト業務全般。資料作成やデータ

入力，電話応対，スケジュール

管理など基本的な業務からス

タートし，少しずつ慣れていた

〈経験者向け求人例〉

■職種：営業アシスタント（経験

者優遇）

■仕事内容：営業チームのサポー

ト業務全般（見積書・提案資料

の作成，顧客対応，スケジュー

ル管理など）

■求める人物像：明るく，前向き

に業務に取り組める方，チーム

ワークを大切にし，営業担当者

と円滑にコミュニケーションが

取れる方，自主的に業務改善や

効率化を提案できる方

■必要な経験・スキル：営業アシス

タント経験1年以上，Microsoft 

Offi  ce（特にExcel，PowerPoint）

の操作ができる方，英語での

メール・電話対応ができる方は

尚可

営業チームのサポート業務全般

を担当

■求める人物像：

明るく，やる気がある方

コミュニケーション能力が高い方

自分で考えて動ける方

■必要な経験・スキル：

未経験者歓迎（経験者優遇）

基本的なPC操作ができる方

英語ができれば尚可
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　経験者向けと未経験者向けで求

人内容を明確に分けることで，求

職者が自分に適した条件かどうか

を判断しやすくなり，適切な応募

者を引きつけることが可能になり

ます。

ケース②：過剰な要求の

求人票の事例

　以下は，求める資格や経験の条

件が過剰で，求職者にとって負担

が大きすぎる求人票の例です。

　この求人票の問題点は，以下の

通りです。

　まず，資格要件が過剰です。こ

の求人は「 1級資格保持者」のみ

に限定しているため， 2級資格を

持つ優秀な候補者や，将来的に 1

級を目指している候補者の応募が

制限されています。次に，実務経

験に対する要求が過剰です。10

年以上の経験が必須とされていま

すが，数年の経験でも優れた施工

管理技士は多く，年数に縛られる

ことで応募者層が狭まっていま

す。さらに，CAD操作やビジネ

スレベルの英語力が必須とされて

いますが，これらが職場で本当に

必要なのかどうなのか。不要なス

キル要求は，応募者の負担を増や

し，応募者層を狭める原因になり

ます。

改善策

　この求人票の改善点は以下の通

りです。

　資格要件を「 1級または 2級」

とすることで応募の間口を広げた

り，経験年数も「 5年以上が望ま

しいが，意欲がある方も歓迎」と

柔軟に記載することが望ましいで

す。また，CADや英語スキルは

「できれば尚可」とし，必須とし

ないなど柔軟な対応が必要です。

こうすることで，実際の職務内容

に見合った現実的な要件に変更で

き，適切な候補者からの応募が期

待できます。

人事としてできること

　採用活動で求める人物像を明確

にすることは，適切な候補者を引

きつけ，ミスマッチを防ぐために

非常に重要です。まず，経験・ス

キルの要件を具体的に設定するこ

とが求められます。経験年数やス

キルレベルを明確にすることで，

応募者が自分の適性をより正確に

判断でき，適切な人材の応募が期

待できます。

　また，求める人物像を具体的に

することも重要です。「明るい」「や

る気がある」などの抽象的な表現

ではなく，具体的な行動やスキル

を記載することで，企業が本当に

求める人物像を応募者に伝えやす

くなります。

　そして，資格や経験に関して柔

軟な条件設定を行うことも，人事

として心がけるべきポイントです。

　条件を厳しくしすぎると応募者

の幅が狭まり，かえって優れた人

材を逃す原因になります。現実的

で柔軟な条件設定を行い，幅広い

層から適切な人材を集める工夫が

求められます。
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〈求人票の例〉

■職種：施工管理技士

■仕事内容：建設現場での施工管

理業務全般（工程管理，品質管

理，安全管理など）。プロジェ

クトの企画から完了まで全工程

に関わり，複数プロジェクトを

同時に担当

■求める人物像：自主的に業務を

進め，高いコミュニケーション

能力とリーダーシップを発揮で

きる方

■必要な経験・スキル：施工管理

技士1級の資格（2級は不可），

施工管理の経験10年以上，

CADでの設計・図面作成がで

きること，ビジネスレベルの英

語力（海外プロジェクトチーム

とのやり取りあり）

だきます。

■求める人物像：明るく，やる気を

持って新しいことに挑戦できる

方，チームの一員として積極的に

サポートできる方，指示を理解

し，丁寧に業務を遂行できる方

■必要な経験・スキル：基本的

なPC操作ができる方（Word，

Excelの基本操作ができれば

可），未経験者歓迎（入社後の

研修あり），英語に抵抗がない

方は尚可（実務で英語を使う場

面もあるため）


